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論　　文　　の　　要　　旨
　1950年に，岩沢健吉氏とJ．Tate氏により独立に定義されたアデーリック・ゼータ関数を高次の代数
群の話に一般化するために井草準一氏と小野孝氏は，Z、（ω，φ），Zm（ω，φ）という2通りのアデー
リック・ゼータ関数を定義した。Z、（ω，φ）はentirepartとsi㎎ularpartにわけ，si㎎u1arpartが
具体的に決定出来れば，po1esやその留数がわかり，そのことから関数等式も導きだせる。一方，Z。（ω，
φ）は収束判定法が知られていて更にEuler積を持つが，そのEu1er因子は1gusa1ocal　zeta　f㎜cti㎝
という重要な関数になる。ところが，一般にはこれらの2つのアデーリック・ゼータ関数は互いに関
連がない。そこで井草氏はZ、（ω，φ）＝（定数）×Z。（ω，φ）を満たすような既約正則概均質ベ
クトル空聞を佐藤幹夫一木村達雄による既約概均ベクトル空間の分類の結果から全て決定した。本論
文では，その井草氏の研究の続きとして特に既約性を仮定しない場合について研究し，si㎜ple及び
2－si㎜p1e　of　type　Iの正則概均質ベクトル空間で＃（GA／（v－s）A）＜十∞を満たすものはz、（ω，φ）
＝（定数）×Zm（ω，φ）を満たすということを示した。さらに，Z、（ω，φ）自身の研究で，概均
質ベクトル空聞（GL（2），3Aユ，V（遂））及び（GL（2），M（2））が代数体上定義されている場合とF。（t）
上定義されている場合についてSi㎎u1ar　partI（ω，φ）を具体的に決定した。ここで，注意すべき
ことは，si㎎u1arpart亙（ω，φ）の計算はsi㎎此。o．bitsに沿ってやろうとすると発散してしまい，
計算するのに何らかのアイデアが必要である。本論文では（GL（2），3A至，V（4））場合は，被積分関数
にある種のトリックを使い，また（GL（2），M（2））の場合はBore1subgr㎝pのある分割を使って佐藤
文広氏により導入された部分fo岨ier変換による方法を用いて，それぞれ計算を行っている。
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審　　査　　の　　要　　旨
　まず既約の場合に行われた井草準一氏の仕事を改良し，更にいくつかの既約でない場合にも結果を
拡張している。一般に留数の計算は難しくアイゼンシュタイン級数などを色々工夫してやっとできる
という事があるが，本論文では二元三次形式の空間の場合に部分フーリエ変換の方法を用いてはるか
に簡明に計算することが可能であることを示した。更に他の場合にもこの方法で計算できることを示
している。この方面の研究の将来の発展に寄与するところ大きいといえる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するもの認める。
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